
環境史・災害史研究と考古学
フィールドスタディー「旧上野国・鎌原村周辺の歴史を訪ねて」

講師の宮瀧交二大東文化大学文学部准教授

いよいよ高坂駅からバスに乗って出発進行！



途中、横川サービスエリアで休憩です

ミドリのバスです



浅間山

左が軽井沢、右が鎌原村方面です









こちら方向が鎌原村方面





鎌原（かんばら）観音堂に到着/天明三年浅間やけ遺跡とある



鎌原観音堂入り口（ここから歩いて下って1分で観音堂に至る）



「日本のポンペイ」とある

被害の起こり方としてはポンペイは火山灰に埋もれたのだが、ここは「土砂なだれ」に埋まった





鎌原観音堂

正面の石段は15段であるが元々は50段であった（下の35段は「土砂なだれ」に埋まった）







三十三回忌供養碑

このような「災害碑」が人間の英知を伝え、これからの生き方に指針を与えてくれる











熱泥流と共に押し流され吾妻川下流で百三十年後に発見された門標







二百年忌供養聖観音像



観音堂/1713年建立











15段しか残っていない階段



橋の下には、あと35段続いていたのだが







嬬恋郷土資料館









渋川市中筋（なかすじ）遺跡

榛名山の大噴火による火山灰により埋没していた古墳時代の竪穴住居跡



復元された竪穴住居



























さあ、バスに乗って岐路につきましょう


